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＜キーワード＞ 

引用発明の認定 

 

＜抜粋＞ 

原告らは，引用例に記載された事項について，出願後に頒布された別の刊行物の

記載を参酌して事実を認定することは許され，裁判例にも，出願時以降の刊行物中

に出願前の技術に関する記述があるという理由により，これを出願前の技術水準を

認定する資料とした事例もある。本願明細書に記載された先行技術１は，引用発明

に関するものであるから，引用発明の認定に際して，これを参酌することは許され

ると主張する。しかし，引用発明の内容は，あくまで引用例の記載から把握される

技術内容に従って認定されるべきであり，これを本願明細書の内容を参酌して認定

できるとすれば，本願明細書の記載内容のみから本願発明の進歩性を判断できるこ

とにもなりかねず，さらに，そもそも本願明細書に記載された先行技術１と引用発

明とを当然に同一の技術ということはできないにもかかわらず，引用例に開示され

る引用発明の内容を，本願発明の先行技術１の記載を参酌して認定することもでき

ないのであって，このことと，出願時以降の刊行物中に出願前の技術に関する記述

がある場合にこれを出願前の技術水準を認定する資料とすることとは全く別の事

項である。 

 


